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化学元素の行動に関する海洋化学的研’究･（1）
　　　　　浦戸湾に於ける鉄およびマソガソの分布
今 　　井●　　　嘉
(高知大学斂育学部化学教室)
彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．緒　　　　　言
　海水中の'化学元素は常に一つの物質循環系をなしており，その環境に適応した状態で存在すると
共に，沈澱，吸着，溶解，イオン交換等の種々な化学変化を単独に叉は元素相互に行いつつ興味あ
る分布を示すと共に内湾の生産力としての役割を有しているものと思われる．従ってこれら化学変
化にあづかる諸元素の行動を追求することは，内湾に於ける生産力の機構を明らかにする上に重要
であるばかりでなく，これら化学元素の存在状態や元素相互の関係はまた，水塊分析の要因として
も注目されるところである．
今回は浦戸湾に於いて鉄およびーンガンの分布について研究を行い二，三の知見を得たので報告す
る．
２。分　柝　の　方　法
　質　料：第１図に示す各採水点から得た海水を硫
酸酸性としたのち実験室に持帰り，直ちに東洋濾紙
No. 6Cを用いて濾過して資料とした．従って本資
料中の鉄及びーンガンは浮游物に附着している状態
の酸可溶性鉄及びｰ・ンガンと海水中に含有するすべ
ての鉄及びマンガンが測定される･ものと思われる.
　　　　(1)全 鉄：海水の一定量を採取し蒸発乾涸して含有
する有機物を除去した９ち，水に溶解して酷酸ナト
リウムを添加して溶液のｐＨを5.3附近に調節し
たのち，塩酸ヒドロキシルアミンでFe'"をＦｅいこ
還元し) 0-phenanthrolineを加えて発色させた．
測定は508 ma の波長で行った.
　　　　　(1)－ンガン：海水100 inl にｰ・ンガンを含まない鉄
を10 mg添加したのちアンモニア水にてFe(OH)3
を生成せしめ，この沈澱と共にマンガンを共沈捕促
せしめて，これを稀硫酸に溶解したのち，沈澱物に
吸着された有機物及び塩化物等を除くために少量の
硝酸を加えてＳ０３の白煙を生ずる迄蒸発濃縮せし
め，冷却後これに水を加え残痘を溶解したのち，
過沃素酸カリウムを用いる常法によってーンガンを
過－ンガン酸イオンに酸化させ，定容とし，同様の
処理を行った標準のーンガン溶液と525 m/i の波長
で比色定量した．比色に当っては50.0 mmの液槽
を使用した．なお海水中に存在するーグネシウムを
Fig. 1　Observational station in Urad Bay
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Mg(0H)2としこれを共沈に利川しても鉄を添加した場合と同様の結果が得られるようである．こ
の方法については尚検討中である．
　比色定量についてはすべて島津QB-50型光電分光光慶計丞梗川した．
　　　　　　　　　　　３；結果及び考察
分析の結果を第１表に示した．本湾の金鉄の測定値は明らかに底質土の影響を受けたと思われる
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三の測定値を除くと0.5―13-0μg-atoms//で，-・ンガンは, 0.2―4.2
　　　　　　　　　　　　(3),<'>)
μｇ･atoms//であった．従来外洋に於て知られている　　鉄の0 0 O , atoms/kg, －ンガンの
0.2―2μg-atoms/kgからみれば最高２－４倍の高い値を示している.
　ａ）塩素量及び鉄の垂直分布
　本湾の湾奥から湾口にかけて引いた直線上にある各採水点の測定値から垂直分布図を書くと第２
図の如くなる．この図からもわかるように底層に近い海水は異常に大きな値を示しているか，これ
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Fig. 2　Vertical distribution of chlorosity･and total iron in Aug. 1,1958.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Valueshows total ironﾀ
は底眉の影響と考えられ，比較的酸に溶け易い形の鉄が多く含まれていることを示している．
　塩素量に関しては, 1―1. 5 mの深さでSt. n～17に亘って不連続層が発達しており, St. 15附
近に所謂潮目がみられる．この附近の表戸に於ける鉄は他に比較して大きな値を示している．
　これらのことから潮目附近で鉄が濃縮されていることが考えられる．この関係を更に検討するた
めに塩素量に対応する鉄の量をプロットすると第３図の如く，各採水点の測定値は一つの曲線上に
分布するが濃縮されていると考えられる地点では極端に吸曲した曲絲上に分布するようになる傾向
がある．この図からうかがわれる様に塩素量と鉄の関係は複雑で，簡単な規則性は認め難いが概し
て，同一地点では塩素量の巫直的な増加につれて鉄も増加ずる傾向がみられ，湾全域についての水
平的変化は湾臭から湾口に従って次第に減少してゆくようである．
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Fig. 3　Relation between chlorosity and total iron.
　　(Side Numbers show obserbational stations)
18　　Chlorosity
塩素量の分布に関巡する鉄の濃縮状態及びその程度等については尚今後検討するつもりである.
b）鉄とーンガンとの関係
木湾で採取した57の資料について鉄及び-１’ンガンの相関を求めたところ，第４図の如くなる．回
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Fig. ４　Relation between total Iron and Manganese.
帰,線からのばらつきSy-O.r.4でかなりの変動かある．この相関係数を求めると５％ｔの限界値か
ら相関係数ｒの限界を求めるとr-0.231となり実測のｒは0.45Gで正の相関が有意であった．従
化学元素の行動に関する海洋化学的研究（1）（今井） ５
つて海水中の全鉄及びｰヽ･ンガンは全鉄の増加につれてマンガンも増加する傾向かあり，これら両元
素は行動を共にすることか明らかとなった．然しながら天然ガス附随水の如き還元鉄を多く含有す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　（5）る天然水ではＦｅ２゛とマンガンは負の関係にあることが㈱告 されている．従って，停滞状態にあ
る海域では屡々Ｆｅ２゛が形成されることか予想されるため，種々な状態の鉄とｰ・ンガンの関係につ
いてはなお検討を要するか，このことについては別に報告したいと考えている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．要　　　　　　約
　浦戸湾の海水について全鉄及びマンガンの定量を行いその分布について考察した.
　(1)鉄は全鉄として0.6～13.5μg-atoms//,マンガンは0.2～4.2μg-atoms//であった.
　(2)鉄及び塩素量の分布からみて潮目附近に鉄が濃縮されていることか考えられる.
　(3)全鉄とｰ・ンガンの相関関係は正の相関か有意であった. n = 57. t= 0.05. rの限界= 0.261.
実測のr = 0.456
　本研究に当り御指導を賜った京都大学理学部石橋雅義教授並に本学の山本広志教授に深甚なる謝
意を表する次第である．
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　　　　　　　　　　　　SUMMARY
Oceanographical Studies on the Movement of
　　　　　　Chemical　Elements　　（1）
　　On the Distributionof Iron and Manganese in Urado Bay
　　　　　　　　　　　　　　　　　　by
　　　　　　　　　　　　　Yoshihiko　IMAI
(ChemistびInstiit心, Faculty of Education, Kochiびﾀdiversity)
　In order, to study the distribution of total　iron　and manganese in Urado Bay, the
autlier tried quantitative determination of those elements.
　1. The quantity of total　iron in sea water varies from ０.5 t0 13.5 microgram･atoms
per liter, and that of manganese from ０.2 t0 4.2 m icrogram-atoms-
　2. From our reserch it is presumed that iron is concentrated along the lines of demar-
cation between different water masses.・
　3. The corralation between tlietwo elements is S2en to be positive-

